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abxbxax
とおくと 

abbax  ,,  

0x は漸近線 

    2
4

cbaabf  …①，     2
4

cbaabf  …② 

増減表をつくると 

x    … ab  … 0 … a  … ab  … b  …   

 xf    － 0 ＋  ― 0 ＋ 0 ― 0 ＋  

 xf    ↓ ② ↑   ↓ 2c  ↑ ① ↓ 2c  ↑   

グラフから，  xfy  と ky  の共有点の個数を k の値で分類すると 

2ck  のとき，0個 

2ck  のとき，２個 

  2
4

2 cbakc  のとき，4個 

  2
4

cbak  のとき，3個 
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2
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cbakcba  のとき，2個 

  2
4

cbak  のとき，3個 

  kcba  2
4

のとき，4個 

よって，実数解の個数で分類すると 
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